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次

郎

當
代
又
萬
偲
道
坦
元
緑
十

一
年
生

安

永
四
年
六
月
九
日
寂

あ

り
。
純
ら
永
卒
の
的
旨
を
光
閲

す
る
に
島
む
。
就
中
永
季
正
法
眼
藏
に
關
し
て
言
ふ
。
曰
く
、
『
余
錐
不

敏
研
窮
正
法
眼
藏
二
十
年
。
』

、
正
法
眼
藏
渉
典
補
闘
録

明
和
八
年
孟
夏
序

と
、
又

『
余
提
唱
正
法

眼
藏
既
是
二
十
蝕
年
。』
室
内
三
物
秘
辮

萌
和
九
年
冬
記

と
。
是
れ
其
の
正
法
眼
藏
諌
轟
録

明
和
九
年
十

月
上
院

に
又

『
と
き
に
寳
暦
壬
午

按
。
二

年

秋
中略

参
の

三
院

按
。
妙
畠
寺

「叉
盤

王
寺

に
止
宿

し
て
、
不
慮
に
詮
慧
輝
師

の
正
法
眼
藏

の
御
嘉
書
、
経
豪
繹
師

の
註
砂
を
獲
て
、
深
山
に
入
て
拝
覧
す
る
こ
と
至
干
此
す
で
に
二
十

一

年
な
り
。
』
と
な
す
も
の
な
り
。
印
ち
萬
偲
が
七
十
五
巻
本

に
擦
り
、

專
ら
詮
慧
経
豪

の
難
砂
を
亀
鏡
と
し
て
、
正
法
眼
藏
の
研
窮
に
華

々
た

り
し
を
雲
す
も
の
に
外
な
ら
ず
。
但
萬
薇
が
之
に
遺
る
辮
道
話
を
も
亦

久
し
く
翫
弄
せ
る
こ
と
は
、
其

の
山
庵
夜
話
及
び
室
内
三
物
秘
辮
に
見

る
如
し
。
即
ち
山
庵
夜
話
第

一
巻

州
徳
雲
山
人
書
了
三
休
庵
隈
芋
邊
。
但
未
だ
本
書
績

爲
本
。
識
語
云
。
干
時
寳
暦
五
乙
亥
雪
月
下
沸
日
三

省
の
所
在
を
聞
か
ず
。
是
れ
或
は
成
ら
ず
し
て
熔
む
も

の
か
。
徳
雲
は
萬
傍
開
撫
す
る
萬
編
寺
の
山
號
な
り
。

に
、
或
問
の
酬
封
に
假
り

て
以

て
永
卒
下
に
於
け
る
佛
租
軍
傳

の
坐
輝
義
を
獲
揮
せ
ん
と
す
。
乃
ち
此

に
先
づ
、
『
坐
繹

ハ
安
樂
ノ
法
門
』

按
。
是
れ
辮
道

話
に
嫁
る
か
。

と
し
、
更
に
正
法
眼

藏
三
昧

王
三
昧

の
起
句
を
掲
ぐ
。

曰
く
、
『蕎
然
ト
シ
テ
蓋
界
ヲ
超
越

シ
テ
佛
祀
ノ
屋
裏

二
大
蝉
貴
生
ナ
ル
ハ
結
珈
映
坐
ナ
リ
外
道
魔
窯
ノ
頂

額
ヲ
躇
醗
シ
テ
佛
租
ノ
堂
奥

二
個
中
人
ナ
ル
コ
ト
ハ
結
珈
朕
坐
ナ
リ
』

と
。
・次
で
又

『
世
奪
ツ
ネ

ニ
結
珈
鉄
坐

ヲ
保
任

シ
マ
シ
マ
ス
(略中
)
七
佛

正
傳
ノ
心
印

ス
ナ
ハ
チ
コ
レ
ナ
リ
』
を
引
く
。

萬
偲
の
三
昧
王
三
昧
よ

り
引
く
所
以
は
、
思
ふ
に
、
是
れ
佛
祀
正
傳
に
よ
る
坐
輝
の
的
旨
を
明

徴
し
、
具
つ
之
を
卓
上
す
る
も
の
と
し
て
光
前

具
つ
絶
後
な
る
を
以
て

な
り
。
萬
偲
又

『
坐
潭
ヲ

一
大
事
ナ
リ
ト
参
學

ス
ベ
シ
コ
レ
軍
傳

ノ
正

印

ナ

リ
』

按
。
是
れ
正
法
眼
藏

坐
灘
箴
よ
り
引
く
。

を
學
げ
、
『
コ
ノ
輩
傳
正
印
ノ
坐
繹

ス
ナ
ハ

チ
正
法
眼
藏
ナ
リ
浬
契
妙
心
ナ
リ
(文
)』

按
。
是
れ
辮
道

話
の
取
意
か
。

と
す
。
而
し
て

マ
マ

又

『
佛

租

ノ
極

之

極

ヲ
超
越

ス
ル

ハ
タ

タ

コ
ノ

一
法

ナ

リ

コ
ノ

ユ

ヘ

ニ

マ
マ

佛

租

コ
レ
ヲ

イ

ト

ナ

ミ

テ
更

二
飴
務

ア

ラ

ス

マ
サ

ニ
シ

ル

ヘ
シ
坐

ノ
蓋

界

ト
飴

ノ

蓋
界

ト

ハ
ル

カ

ニ

コ
ト
ナ

リ

コ
ノ
道

理

ヲ

ア

キ

ラ

メ

テ
佛

租

マ
マ

ノ
獲

心

修
行

菩
提

浬

桀

ヲ
辮

肯

ス

ヘ
シ

(
文
)
』

を

引

き
、

『
コ

ノ

一
段

ハ
正

法

眼
藏

三
昧

王
三

昧

ノ
文

ニ
シ

テ
難

解

ト

イ

ヘ
リ
』

と
註

し
、

又

『
一
坐

ノ
坐

繹

モ

(略中
)
モ
ト

ヨ
リ
識

上

ノ
修

ナ

リ
悟

上

ノ

ツ
ト

メ

ナ

リ

成

佛

後

ノ
イ

ト

ナ

ミ

ナ

リ
佛

行

ナ

リ
組

行

ナ

リ

コ
レ
諸

佛

ノ
定

法

ト

シ
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テ
如
是

ノ
作
法
ナ
レ
ト
辮
肯
』
す

べ
し
と
し
、
『
坐
繹
ノ

一
法

ヲ
究
蓋

ス
ル
ト
キ
番
法
界
同
時

二
蒲
團
上

二
藏
身
シ
テ
坐
繹

ノ
外

二一
ノ
コ
レ
ル

一
法
ア
ル
コ
ト
ナ
シ
コ
レ
ヲ
大
千
沙
界

一
蒲
團
萬
別
千
差
裡
箇
看
ト
イ

フ
』
と
な
す
。
是
れ
正
に
永
卒
が
、
『
こ
こ
を
も
て
佛
租
か
な
ら
ず
坐

揮
を
軍
傳
す
る
と

一
定
す

べ
し
。
』
(坐
輝
箴

)
と
な
し
、
『
嫡
嫡
相
承

せ
る

は
こ
の
坐
輝
の
宗
旨
の
み
な
り
。

こ
の
宗
旨
い
ま
だ
軍
傳
せ
ざ
る
は
佛

租
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
こ
の

一
法
あ
き
ら
め
ざ
れ
ば
萬
法
あ
き
ら
め
ざ

る
な
り
。
萬
行
あ
き
ら
め
ざ
る
な
り
。
』
(同
)
と
言
ふ
如
き
を
祀
述
す

る
者
と
謂

ふ
べ
し
。
而
し
て
萬
偲
此
に
書
名
を
學
げ
ざ
れ
ど
も
、
復
讃

文
と
し
て
辮
道
話
の
要
句
を
引
く
こ
と
更
に
四
返
に
及
ぶ
。
郎
ち
辮
道

マ
マ

話
の
起
句
、
『
諸
佛
如
來
共

二
妙
法
ヲ
輩
傳
シ
テ
阿
褥
菩
提

ヲ
謹
ス
ル

マ
マ

ユ
最
上
無
爲
ノ
妙
術
ア
リ
乃
至
端
坐
参
揮
ヲ
正
門
ト
セ
リ
』
を
引
く
。

印
ち
此
に
坐
潭
を
以
て
佛
租
軍
傳
得
道
の
妙
術
と
し
、
是
れ
畢
寛
菩
提

を

究
蓋
す
る
の
修
謹
に
外
な
ら
ず
と
な
す
も
、
修
謹
固
り
爾
段
に
非
る

旨
趣
を
承
け
て
、
又
辮
道
話
を
引
用
す
。
『
修
謹

ハ
ヒ
ト
ツ

ニ
ア
ラ

ス

マ
マ

ト

オ

モ

ヘ
ル

ス
ナ

ハ
チ
外

道

ノ
見

ナ

リ
修

謹

コ
レ

一
等

ナ

リ

イ

マ

モ
讃

マ
マ

上

ノ
修

ナ

ル

ユ
ヘ

ニ
初

心

ノ
辮

道

ス
ナ

ハ
チ
本

誰

ノ
全
髄

ナ

リ

カ

ル

カ

マ
マ

マ

マ

故

二
修

行

ノ
用

心

ヲ
サ

ッ

ク

ル

ニ
モ
修

ノ
ホ

カ

ニ
謹

ヲ

マ
ツ

コ
ト
勿

レ

マ

マ

マ
マ

マ

マ

マ

マ

ト
オ
シ
ュ
乃
至
繹
迦
牟
尼
佛
迦
葉
尊
者
オ
ナ
チ
ク
謹
上
ノ
修

二
受
用

セ

マ
マ

ラ
ル
達
磨
大
師
大
鑑
高
祀
同
ク
謹
上
ノ
修

二
引
轄
セ
ラ
ル
』
等
な
り
。

萬
偲
此
に
專
ら
正
法
眼
藏
三
昧
王
三
昧
、
同
坐
繹
箴
と
共
に
辮
道
話
を

並

べ
學
ぐ

る
は
、
思
ふ
に
是
れ
永
卒
の
初
轄
法
輪
に
擬
せ
ら
る

辮
道

話
と
、
晩
に
成
る
二
篇
と
は
互
に
相
鷹
じ
て
能
く
永
卒
の
坐
輝
義
を
開

闘
す
る
所
以
に
し
て
、
萬
偲
の
意
を
用
ふ
る
所
察
す
べ
き
な
り
。
萬
匁

其
の
室
内
三
物
秘
辮
に
又
辮
道
話
を
引
誰
す
。
印
ち

『
或
日
見
引
轄
讃

上
修
乃
至
倶
見
受
用
於
謹
上
之
修
。

云
々
。』
と
な
し
、
『
此
等
正
法
眼

藏
之
極
談
。
而
非
眞
見
孫
則
不
通
其
義
。
』
と
し
て
、
此
に
辮
道
話
に

言
ふ
修
誰

三
等
本
讃
妙
修
を
以
て
永
季
正
傳
の
極
則
た
る
を
讃
す
。

是

に
由
り
萬
偲
が
前
後
を
通
じ
辮
道
話
を
拮
提
す
る

こ
と
亦
長
き
に
亘
る

を
見
る
べ
し
。

然
る
に
萬
偲
依
用
辮
道
話
の
來
由
明
か
な
ら
ず
。
前

に
述
ぶ
る
如

く
、
萬
偲
專
ら
七
十
五
巻
本
正
法
眼
藏
に
櫨
る
と
錐
も
、
固
り
他
の
諸

本
に
亦
留
意
せ
る
こ
と
は
、
其
の
正
法
眼
藏
秘
鋤

寳
暦
九
麟

雪
月
序

並
に
繕
爲

正
法
眼
藏
古
砂

明
和
六
歳

三
月
序

の
品
例
に
七
十
五
巻
本
以
外
從
前
成
れ
る
假

字
正
法
眼
藏
五
種
を
列
學
す
る
に
依
て
知
る
べ
し
。
其
の
中
に
猫
り
緋

道
話
を
牧
む
る
晃
全
本
を
見
る
。
然
る
に
山
庵
夜
話
に
引
く
辮
道
話
を

以
て
晃
全
本

(四種
)
と
校
合
す
る
に
、
是
れ
明
か
に
晃
全
本
に
非
ず
。
又

從
來
行
は
れ
た
る
辮
道
話
と
比
照
す
る
に
、
是
れ
卍
山
本
と
異
り
、
又

萬
偲
と
道
交
あ
る
三
州
龍
源
寺
萬
光
道
輝
の
書
爲
す
る
徳
雲
寺
本

(前出
)

に
非
ず
、
又
萬
偲
三
州
長
圓
寺
に
住
山
同
寺
十

一
世

す
る
に
、
先
に
享
保
廿

年
同
寺
十
世
泊
州
皆
如

の
置
く
辮
道
話

(前出
)
と
亦
別
な
り
。
而
し
て
夜

話
に
見
る
共
の
鋭
出
は
凋
り
面
山
輯
拾
遺
正
法
眼
藏
辮
道
話
と
合
致
す

る
こ
と
を
知
る
。
但
面
山
本
正
法
眼
藏

本
集
六
十
巻
。

拾
遺
一二
十
六
巻
。
し

の
編
輯
年
攻
未
詳

に
し
て
、
具
つ
萬
偲
寳
暦
九
年
正
法
眼
藏
秘
砂
品
例
に
面
山
本
正
法
眼
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一
九

六

藏
を
枚
學

せ
ず
。
然
ら
ば
則
ち
萬
偲
依
用
辮
道
話
は
軍
本
に
し
て
、
其

の
原
本
或

は
面
山
本
と
相
親
き
か
。

萬
偲
の
随
徒
に
慧
輪
玄
亮
あ
り
、
慧
輪
に
随
徒
本
秀
幽
蘭
あ
り
、
共

に
辮
道
話
に
就
て
傳
ふ
る
所
あ
り
。

慧
輪
玄
亮
。
行
實
未
詳
。
丈
化
四
年
慧
輪
撰

模

爲
正
法
眼
藏
古
紗
自
序
並
に
同
五
年
慧
輪
以
正
法

眼
藏
古
妙
傳
付
武
藏
湖
雲
寺
慧
岳
書

(爲
本
。
龍
珠
院
藏
。)
あ
り
。
自
序
に
當
年
六
十
又
九
と
な
す
に
ょ

り
、
慧
輪
は
元
文
四
年
の
生
か
。
又

『自
廿
六
歳
随
侍
萬
傍
(中
略
)
巳
後
不
離
左
右
凡
二
十
年
也
。
雲
伯

藝
州
備
之
申
後
。
師
之
所
行
化
慮
者
。
悉
皆
随
逐
焉
。
其
聞
與
童
麟
租
天
宗
苗
等
同
参
齊
肩
。
云
々
。』
と

言
ふ
。
但
此
の
自
序
、
他
の
一
爲
本
亦
随
侍
萬
侮
廿
年
と
な
す
に
、
慧
輪
の
廿
六
歳
は
明
和
元
年
に
し
て
、

爾
後
廿
年
と
な
さ
ば
是
れ
天
明
三
年
、
萬
傍
寂
後
九
年
な
る
が
故
に
、
随
侍
廿
年
は
十
年
の
調
か
。
同
参

の
童
麟
は
萬
倣
の
法
嗣
石
天
童
麟
、
後
の
豫
州
法
龍
寺
十
世
、
文
政
八
年
七
月
八
日
示
寂
。
萬
籾
下
法

系

二
本
共
に
萬
倣
法
嗣
に
童
麟
を
記
す
も
慧
輪
を
見
ず
。
慧
輪
後
に
、
萬
倣
の
落
住
地
上
州
寳
積
寺
に
否

住

す
。
寂
年
未
詳
。

本
秀
幽
蘭
。
生
年
未
詳
。
弘
化
四
年
寂
。
佳
丹
州
見
性
寺
。
幽
蘭
爲
正
法
眼
藏

影
室

紗
に
附
す
る
文
化
十
年
慧
輪
序
、
同
能
仁
龍
潭
序
、
同
書
践

(龍
珠
院
藏
)
に
よ
り
、
幽
蘭
の
繕
爲

正
法

眼
藏
影
室
砂
は
、
幽
蘭
が
勢
州
瑞
温
と
共
に

文
化
八
年
よ
り
同
十
年
に
亘
り
、
武
州
な
る
龍
潭
の
多
蜜

庵
に
於
て
其
の
功
を
竣
る
と
見
ゆ
る
に
、
其
の
原
本
は
、
慧
輪
が
文
化
五
年
慧
岳
に
傳
付
せ
る
も
の
な
る

が
如
し
。
而
し
て
幽
蘭
其
の
繕
爲
の
間
、
前
寳
積
慧
輪
の
閑
居
す
る
上
州
菩
提
庵
と
武
州
多
寳
庵
と
の
往

還
を
重
ね
、
時
に
随
つ
て
慧
輪
に
侍
せ
る
も
の
か
。
後
述
幽
蘭
手
澤
正
法
眼
藏
は
、
十
七
巻
に
亘
り
輪
師

云
と
し
て
共
の
難
書
を
註
記
し
、
又
併
せ
て
萬
傍
の
繹
を
引
用
す
。
是
覇
幽
蘭
が
慧
輪
の
法
鑓

に
列
せ
る

を
誼
す
る
も

の
。

と
言
ふ
べ
し
。

本
秀
幽
蘭
其
の
手
澤
永
卒
寺
版
正
法
眼
藏

(
家
藏
)
辮
道
話
楚
頭
に
紀
事

を
録
す
。
是
れ
亦
辮
道
話
の
近
世
出
現
を
言
ふ
。
印
ち
幽
蘭
先
づ
前
出

本
光
参
註
に
見
る
寂
蓼
庵
馨
雪
談
を
引
き
、
次
で
記
し
て
言
ふ
。
日

マ

マ

く
、
『秀
云
。
聞
曾
干
上
毛
前
寳
積
輪
古
佛
。
有
越
州
敦
賀
郷
永
昌
寺

マ
マ

マ
マ

塔
中
桂
光
庵
舟
外
老
僧
者
。
本
加
州
藩
臣
在
所
以
避
世
矣
。
親
族
在

一

富
家
久
入
干
菊
亭
殿
。
殿
下
有
事
時
納
黄
金
若
干
爾
。
殿
下
大
激
挽
日

斯
是
錐
吾
秘
藏
珍
寳
而
今
因
汝
功
與
之
。
彼
慶
快
無
措
庭
而
深
珍
藏

之
。
而
至
後
聖
者
眞
跡
獲
至
尊
至
重
之
思
以
有
縁
故
與
外
老
僧
。
予
游

方
之
時
與
童
麟
和
尚
親
敬
禮
之
。
因
老
僧
語
雨
人
日
向
面
山
和
尚
告
吾

云
汝
已
年
老
也
。
宜
度
後
以
今
分
布
干
本
國
諸
甲
刹
。
高
租
皮
肉
増
覆

蔭
後
昆
児
孫
身
心
永
敬
扇
門
風
者
歎
。
憶
分
或
片
紙
或
三
行
五
行
其
蝕

永
幅
珍
藏
欺
。
以
是
終
不
鷹
諾
。
秀
由
此
観
彼
因
縁
光
老
謂
公
族
家
者

菊
亭
殿
歎
。
而
復
近
聞
濃
州
樹
和
尚
。
吾
師
佳
干
撮
之
佛
眼
日
。
高
祀

眞
跡
辮
道
話
聞
秘
在
干
丹
州
園
部
城
徳
雲
精
舎
。
令
庵
長
老
拝
請
不

聴
。
亦
復
令
庵
長
老
往
彼
寺
終
謄
爲
以
彫
刻
之
云
焉
。』
と
。

即
ち
こ
れ
亦
眞
蹟
辮
道
話
の
所
在
並
に
其
の
近
世
出
現
を
語
る
も
の

と
し
て
留
目
す
べ
し
。
但
此
の
慧
輪
談
は
、
幽
蘭
を
外
に
し
て
他
に
亦

之
を
傳
ふ
る
あ
る
を
聞
か
ず
。
又
慧
輪
談
を
外
に
し
て
菊
亭
藏
眞
蹟
辮

道
話
が
後
に
舟
外
の
奉
護
す
る
所
た
り
と
言
ふ
を
知

ら
ず
。
慧
輪
の
同
参

童
麟
、
後
、

豫
州
法
龍
寺
に
住
す
る
に
、
同
寺
昭
和
の
兵
覆

に
依
り

焼
亡
、
悉
く
古
記
を
失
ひ
、
今
童
麟
の
記
録
を
見
ず
。

慧
輪
談
は
蓋
し
其
の
辮
道
話
提

唱
に
於
て
陳
ぶ
る
所
か
。
果
し
て
然
ら
ば
是
れ
或

は
幽
蘭
が
慧
輪
に
随

侍
せ
り
と
臆
は
る
鼠
文
化
八
年
よ
り
同
十
年
に
至
る
間
に
承
く
る
も
の

と
な
す
べ
し
。
而
し
て
幽
蘭
の
紀
事
が
永
卒
寺
版
正
法
眼
藏
に
記
入
せ

る
こ
と
よ
り
、
是
れ
永
季
寺
が
正
法
眼
藏
四
百
部

の
排
印
を
圓
了
、
門
末

の
拝
請
に
鷹
じ
た
る
文
化
十
二
年
の
後
な
る
べ
く
、
又
幽
蘭
が
同
書
開

巻
吾
冊
巻
頭
に
記
す
正
法
眼
藏
玄
談
に
於
て
、
正
法
眼
藏

の
諸
本
を
列

學
す
る
中
の
梵
清
本
に
註
記
し
て
、
同
本
眞
蹟
の
秘
在
せ
る
丹
州
徳
雲

寺
が

『
文
化
十
四
年
春
爲
同
録
失
脚
』
炎
上
同
寺
傳
に
文

化
十

一年
と
す
。

と
な
す
を
以
て
、

上
出
幽
蘭
紀
事
は
文
化
十
四
年
春
以
後
に
成
る
と
言
ふ
べ
し
。
又
同
紀

事
に
濃
州
樹
談
を
見
る
。

按
。
濃
州
樹
と
は
、
濃
州
産
柏
峯
良
樹
と
な
す
べ
し
。
印
ち
勢
州

東
雲
寺
傳
に
柏
峯
良
樹
、
玄
透
即
中
法
嗣
、
文
政
四
年
寂
と
な

す
。
行
實
未
詳
。
其
の
位
牌
墓
所
は

雲
寺

に
在
る
も
、
同
寺
世
代
に
柏
峯
を
見
ず
。

柏
峯
良
樹
示
寂
の
文
政
四
年
な
る
に
徴

し
、
良
樹
談
は
固
り
之
に
先

つ
べ
き
を
以
て
、
此

に
幽
蘭
紀
事
の
成
る
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は
、
文
化
十
四
年
よ
り
文
政
四
年
に
至
る
間
に
あ
り
と
謂

つ
べ
し
。

慧
輪
談

に
見
る
舟
外
と
の
相
見
は
年
次
を
記
さ
支
る
を
以
て
其
の
時

を
定
め
難
し
。
且
つ
舟
外
の
事
歴
全
く
不
明
な
る
の
み
な
ら
ず
、
其
の

所
謂
永
昌
寺
塔
中
桂
光
庵
の
所
在
亦
討
ぬ
べ
か
ら
ず
。
今
の
敦
賀
に
永

昌
寺
無
く
、

在
る
は
永
賞
寺
な
り
。
同
寺
天
正
十
九
年
武
山
榮
文
開
開

と
な
す
に
、
延
享
二
年
關
三
刹
に
依
る
曹
洞
宗
本
末
寺
院
調
亦
之
に
同

じ
。
但
同
寺
傳
に
、
古
く
敦
賀
郡
東
郷
村
中
村
匿
に
天
台
宗
永
昌
寺
あ

り
。
廃
寺

同
然
た
り
し
を
以
て
檀
徒
取
吹
に
て
順
を
遂
ひ
曹
洞
宗
の
武

山
榮
文
に
婦
し
、
寺
號
亦
永
賞
寺
に
改
む
と
な
す
。
又
同
寺
傳
に
塔
中

慶
光
庵
あ
り
、
後
に
慶
絶
す
と
言
ふ
に
よ
り
、
是
れ
或
は
上
の
永
昌
寺

塔
中
桂
光
庵
と
な
す
も
の
か
。
臆
ふ
に
幽
蘭
紀
事
は
慧
輪
口
演
の
筆
受

な
る
を
以

て
、
是
れ
或
は
永
賞
寺
慶
光
庵
を
永
昌
寺
桂
光
庵
と
記
せ
る

も
の
か
。

按
。
賞
昌
昔
通
。
慶
桂
)

俗
に
音
通
と
な
す
。
)

又
童
麟
慧
輪
の
紀
傳
あ
ら
ば
自
ら
分
明
す

べ
き
も
未
だ
其
の
在
る
を
聞
か
ざ
る
を
以
て
、
今
遽
か
に
相
見
の
時
を

知
る
こ
と
能
は
ざ
る
も
、
此
に
麟
輪
同
行
游
方
の
時
と
な
し
、
又
舟
外

談
に
面
山
と
の
相
見
を
言
ふ
に
よ
り
、
是
れ
舟
外
面
山
の
相
見
後
と
し

て
、
概
ね
其
の
時
を
臆
度
す
る
に
足
る
も
の
あ
り
。
印
ち
萬
偲
の
選
述

並
に
上
に
掲
ぐ
る
慧
輪

の
模
爲
正
法
眼
藏
古
紗
自
序
を
勘
合
し
て
臆
ふ

に
、
童
麟
慧
輪
の
舟
外
と
の
相
見
は
、
蓋
し
麟
輪
が
萬
偲
に
陪
從
せ
る

西
征

の
因

み
に
行
は
れ
た
る
か
。
萬
偲
に
明
和
八
年
よ
り
安
永
三
年
に

至
る
山
陰
山
陽

の
行
化
あ
り
。
印
ち
明
和
八
年
冬
雲
州
永
昌
寺
戒
會
啓

建
、
前
寳
積
萬
偲
を
戒
師
に
請
し
、
萬
偲
之
に
赴
く
。

(萬
傍
撰

輝
戒
本
義

安
永
三
年
孟
春

光
瑞

蹟
。
天
薫
)

又
三
休
老
人
生
死
辮
に
、
『
萬
偲
道
坦
渾
師

侍
者

童
麟

慧

輪

誌
』
と
し
、
萬
偲
自
序
に
、
明
和
九
年
孟
秋
手
書
干
雲
州
法
雲
輝

寺
客
席
(按
。
法
雲
寺
は
随
徒
租

夫

の
住
山
地
な
り
。
)

と
な
す
に
よ
り
、
是
れ
麟
輪
が
萬
偲
に
侍
し

て
筆
受
す
る
所
に
し
て
、
又
以
て
麟
輪
の
随
行
を
示
す
も
の
と
謂
ふ
べ

し
。

(萬
阪
先
に
寳
暦
十
二
年
七
月
生
死
辮
を
撰
す
。
今
其
の
下
巻
を
見
る
も
、
未
だ
上
)

巻
の
所
在
む
知
む
ず
。
而
し
て
此
年
慧
輪
未
だ
萬
傍
に
見
え
ず
と
な
す
べ
き
か
。
)

又
諌
轟

録
に
、
『
正
法
眼
藏
を
提
唱
す
る
こ
と
全
部
二
返
。
』
と
記
す
如
く
、
萬

偲
の
雲
州
留
錫
久
し
き
に
亘

る
を
見
る

べ
し
。

(明
和
八
年
孟
夏
序

正
法
眼
藏

渉
典
補
闘
録
は

一
に
雲
州
に
於
)

け
る
正
法
銀
藏
の
提
唱
起
備
ふ
之
言
添
に
從
濾
メ
」
萬
版

或
は
同
年
冬
の
永
昌
寺
戒
會
に
先
ち
既
に
山
陰
に
在
る
か
。
)攻
で
萬
像
明
和
九
年
冬
伯
州

善
幅
寺
に
在
て
永
卒
開
山
御
遺
言
記
録
を
校
訂
す
。
(伺
寵
録

識
語
)

此
年
十

一

月
改
元
安
永
と
な
る
に
、
萬
偲
安
永
二
年
十

一
月
上
洗
藝
州
勝
運
寺
に

在
り
。
(繹
戒
本

義
自
序
)
是
に
由
り
萬
倣
明
和
八
年
冬
或
は
夏
よ
り
同
九
年
冬
に

亘
り
山
陰
に
掛
錫
す
る
も
の
か
。
然
ら
ば
印
ち
麟
輪

の
舟
外
と
相
見
せ

る
、
蓋
し
明
暦
八
年
或
は
其
の
前
後
と
な
す
べ
き
が
如
し
。
而
し
て
其

の
親
敬
禮
と
言
ふ
は
、
是
れ
或
は
豫
て
舟
外
が
眞
蹟
辮
道
話
を
奉
持
す

と
聞
き
て
故
ら
に
参
観
す
る
も
の
か
。
然
る
に
麟
輪
懇
請
す
る
も
舟
外

聴
さ
ず
、
終
に
眞
蹟
を
拝
せ
ず
し
て
了
る
こ
と
を
知
る
。
但
慧
輪
が
舟

外
を
老
僧
と
呼
び
、
面
山
亦
汝
己
年
老
也
と
な
す
に
よ
り
、
舟
外
の
既

に
高
壽
な
る
を
見
る
べ
し
。
又
舟
外
談
に
見
る
、

面
山
と
の
相
見
は
(

蓋
し
越
前
又
は
若
州
に
し
て
、
而
し
て
面
山
の
佳
永
幅
庵
の
日
か
。
部

ち
面
山
先
に
若
州
室
印
寺
佳
享
保
十
四
年
よ
り
寛
保
元
年
に
至
る
十
三

年
な
り
。

次
で
寛
保
元
年
七
月
室
印
寺
退
席
直
ち
に
其
の
創
む
る
永
輻

庵
に
入
り
、
明
和
六
年
九
月
示
寂
に
至
る
。
佳

山
廿
八
年
な
り
。
而

永
李
緋
道
話
流
通
考

(
績
)

(
遠

藤
)

一
九
七
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永
卒
辮
道
話
流
通
考

(
績
)
 (遠

藤
)
 

一
九

八

し
て
舟
外
と
の
相
見
は
面
山
永
幅
庵
在
住

の
時
と
な
す
べ
し
。
即
ち
面

山
室
印
寺

に
在
る
元
文
三
年
正
月
に
成
る
正
法
眼
藏
開
邪
訣

(出前
)
に

は
、
『
辮
道
話
從
京
師
華
族
家
出
。
』
と
す
る
に
止
り
、
其
の
家
の
菊
亭

な
る
を
言

は
ず
、
又
辮
道
話
に
眞
蹟
あ
り
と
な
さ
ず
。
面
山
寳
暦
三
年

序
訂
補
建
衡
記
に
永
租
の
眞
蹟
を
多
く
引
誰
し
、
且
つ
辮
道
話
を
鋤
出

す
る
こ
と
四
返
な
る
も
、
之
に
眞
蹟
あ
り

と
言

は
ず
。
(
前
出
)
又
面
山
寳

暦
九
年
以
後
に
成
る
辮
道
話
聞
解
に
於
て
、
租
師
眞
蹟
辮
道
話
菊
亭
家

に
在
り
、

祀
三
之
を
纂
爲
し
、
月
舟
租
三
本
に
依
り
謄
爲
を
製
し
、
面

山
亦
租
三
本
に
擦
て
繕
爲
す
と
な
す

(前出
)
に
、
舟
外
藏
眞
蹟
辮
道
話
あ

る
を
言
は
ず
。
乃
ち
面
山
舟
外
の
相
見
は
聞
解

の
成
る
後
と
な
す

べ

し
。
而
し

て
今
残
る
吉
鮮
寺
本
辮
道
話
聞
解
を
以
て
、
或
は
面
山
年
譜

に
見
る
、
寳
暦
十
三
年
夏
長
源
寺
に
於
け
る

『
演
説
辮
道
話
』

の
筆
録

と
な
さ
ば
、
面
山
舟
外
の
相
見
は
、
寳
暦
十
三
年
よ
り
後
、
明
和
六
年

面
山
示
寂

に
至
る
間
と
な
す

べ
し
。
然
る
に
面
山
に
眞
蹟
辮
道
話
の
紀

事
を
見
ざ
る
の
み
に
あ
ら
ず
、
亦
舟
外
に
言
及
す
る
所
無
し
。
又
舟
外

談
に
、
面
山
勧
説
し
眞
蹟
を
戴
断
し
て
以
て
諸
山
に
施
納
せ
し
め
ん
と

言
ふ
も
、

是
れ
終
に
行
ふ
に
至
ら
ざ
り
し
か
、
今
其

の
断
簡
を
藏
す
る

者
無
く
、

又
曾
て
之
を
藏
せ
り
と
な
す
記
録
を
聞
か
ず
。
慧
輪
推
度
し

て
爾
蝕
は
永
幅
の
珍
藏
な
ら
ん
か
と
言
ふ
も
、
今
永
幅
庵
之
を
藏
す
る

無
く
、

又
曾
て
之
を
藏
せ
り
と
す
る
記
録
を
見
ず
。
而
し
て
萬
偲
に
亦

眞
蹟
辮
道
話
に
關
す
る
記
事
あ
る
を
知
ら
ず
。

又
舟
外
藏
眞
蹟
辮
道
話

の
謄
爲
と
な
す
も
の
あ
る
を
聞
か
ず
。
乃
ち
叉
臆
ふ
に
或
は
舟
外
の
後

所
謂
桂
光
庵
慶
絶
、
眞
蹟
辮
道
話
亦
終
に
伏
し

て
傳
は
ら
ざ
る
も

の

か
。
但
慧
輪
談
に
依
ら
ば
、
其

の
舟
外
と
の
相
見

は
、
蓋
し
面
山
示
寂

の
後
と
見
倣
す
べ
く
、
然
ら
ば
是
れ
先
に
臆
測
す
る
如
く
、
明
和
八
年

前
後
と
な
す
べ
き
か
。

先
に
寳
暦
間
面
山
初
め
て
眞
蹟
辮
道
話

の
菊
亭
家
に
在
る
を
言
ひ
、

而
し
て
之
が
祀
三
墓
書
に
依
り
月
舟
之
を
謄
爲
と
な
す
を
以
て
、
是
れ

或
は
魯
山
琢
宗
の
述
ぶ
る
如
く
寛
文
間

箭

出
。
正
法
眼

藏
顯
開
事
考
。

な
る
か
、
或
は
畢

寛
月
舟
示
寂
(元
緑
七
年
)に
至
る
間
と
な
す

べ
し
。
又
舟
外
談
に
依
ら
ば
、
眞

蹟
辮
道
話
の
菊
亭
家
よ
り
出
で
、
富
家
某
に
移
れ
る
は
祀
三
墓
爲
の
後

に
し
て
、
而
し
て
之
が
終
に
舟
外
の
奉
持
す
る
す
る
所
と
な
る
と
謂
ふ

べ
し
。
然
ら
ば
面
山
舟
外
共
に
之
を
傳
ふ
る
に
由
り
、
絃
に
永
卒
眞
蹟

辮
道
話
が
、
元
、
菊
亭
家
に
秘
在
せ
る
を
謹
す
る
も
の
と
な
す
べ
し
。

又
明
和
七
年
本
光
撰

正
法
眼
藏
参
註
紀
事
は
、
享
保
十
七
年
贅
雪
が

親
筆
辮
道
話
京
師
公
族
家
に
在
る
を
言
ひ

(前出
)
、
次
で
元
文
三
年
面
山

亦
辮
道
話
從
京
師
華
族
家
出
と
な
す
。
今
是
等
に
見
る
華
冑
を
以
て
共

に
菊
亭
家
と
な
さ
ば
、
寛
文
以
降
享
保
、
元
文
、

寳
暦
を
通
じ
既
に
洞

上
學
人
の
間
に
、
眞
蹟
辮
道
話
が
京
師
華
冑
菊
亭
家
に
現
在
す
と
の
傳

承
行
は
れ
た
る
が
、
慧
輪
に
至
り
之
が
菊
亭
家
よ
り
出
で
」
終
に
舟
外

の
拝
持
す
る
所
と
な
る
と
せ
ら
れ
、
明
和
、
安
永
よ
り
文
化
を
経
、
次

で
幽
蘭
に
依
り
、
延
て
文
政
、
弘
化
に
至
て
な
ほ
紹
襲
せ
ら
れ
た
る
を

臆
ふ
べ
し
。
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